
福祉共済基⾦ニュース 第 130 号 2026 年 9⽉ 1⽇ 
 

葬儀・終活支援サービスのご案内（4 回シリーズ）-最終回 
 

 
日野自動車福祉共済基金から「葬儀支援サービス・相続手続支援」のご案内です。 

(株)全国儀式サービスと契約し、従来の葬儀支援サービスに加え、’23～ご家族の「終活」支援策を 

導入しています。4 回シリーズで制度全般のお知らせをいたします。 

 

➡ きっかけづくりとして次ページをご覧ください。 

 

 
 

今回のテーマ 
制度を“知る”から、制度を“活かす”へ 
～会員の皆さまに知っていただきたい、本制度との向き合い方～ 
日野自動車社内報「フロントランナー」（2026 年 7/8 月合併号）に掲載された記事をご紹介します。 

➡ 詳細は次ページをご覧ください。 
 

【お問い合わせ先】⽇野⾃動⾞福祉共済基⾦  fukushikyosai@hfkk.hino.co.jp 

日野自動車福祉共済基金ホームページ 

 

  

mailto:fukushikyosai@hfkk.hino.co.jp
https://www.hinofukushikyosai.jp/


● 葬儀・終活支援はこちらから…福祉共済基金ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

▲

葬儀・終活支援バナー

● 

 担当者不在の場合もありますので、メールでのお問合せにご協力をお願いいたします。

二次元コード
＜スマホ対応＞

URL https://www.hinofukushikyosai.jp/#banner 

お問合せ先 HIMAILアドレス「福祉共済基金本部事務局」
（fukushikyosai@hfkk.hino.co.jp）

全ての情報はホームページにあります！
ご家

族でご覧ください

これまで3回にわたり、葬儀・終活制度についてご紹介してきました。 

 
最終回では、この制度を会員の皆さまにどのように活用していただきたいのか、その考え方をお伝えします。 

ご自身やご家族に万が一のことが起きたとき、悲しみの中で葬儀の準備やその後の手続きを進めなければならない場面は、誰にでも訪れる可能性
があります。そのようなとき、一人で悩み、情報を探し回るのではなく、「相談できる窓口がある」という安心感を持っていただくことが、この制度
の大きな役割です。制度は、利用しなければならないものではありません。必要になったときに、必要な支援を安心して受けられるよう備えられて
いることに価値があります。 

葬儀や終活について考える機会は日常生活では多くありません。しかし、いざというときには短い時間で多くの判断が求められます。
だからこそ、平時から制度の存在を知り、「困ったら相談できる場所がある」と覚えておくことが、ご自身やご家族の安心につながります。 
葬儀・終活支援は、葬儀だけで終わる制度ではありません。葬儀を起点に相続・遺品整理・不動産売却まで、人生の大切な節目をご本人やご家族に
寄り添いながら支える制度です。 
ぜひ、この機会に制度を身近なものとして捉え、ご自身や大切なご家族のためにご活用ください。 

制度を“知る”から、制度を“活かす”へ 
～会員の皆さまに知っていただきたい、本制度との向き合い方～

「もしもの時」に備えるための制度 

制度を利用する場面では、ご本人だけでなく、ご家族が手続きを進めるケースも少なくありません。 
だからこそ、会員の皆さまには「このような制度が利用できる」ということを、ご家族とも共有していただくことをおすすめします。 
いざというときに制度の存在を知っているだけでも、落ち着いて相談先を選ぶことができ、精神的な負担の軽減にもつながります。 

ご家族にも知っておいていただきたい制度です 

制度をより有効に活用するために、次の3つを意識してみてください。 
❶制度の内容を知っておくこと 
　どのような支援が受けられるのかを知っておくことで、 必要な場面でスムーズに利用できます。 
❷一人で抱え込まないこと 
　困りごとが生じた際は、まず相談することが大切です。 制度はそのための窓口として用意されています。 
❸必要なタイミングで利用すること 
　葬儀だけでなく、その後の相続や遺品整理、不動産に関することまで 状況に応じて利用できるのが本制度の特長です。 

制度を上手に活用するポイント 

制度を「知っている」ことが安心につながる

葬儀を起点とした
「死亡後支援制度」の全体像

第1回 制度の起点となる「葬儀」の役割 第2回 相続・遺品整理・不動産まで続く
一連の支援 

第3回

□ 親の今後が心配になった 

□ 終活について考え始めた 

□ 葬儀のことを相談したい 

□ 相続が不安 

□ 実家の片付けで困っている 

□ 空き家をどうするか悩んでいる 

こんなときは

制度を思い出してください 

お役立ちｋｉｋｉｎ
「福祉共済基金って、ワタシと関係あるの?お祝い事やお悔やみ事もないし……」 

実は“仕事と介護の両立支援”や“ご家族の終活支援サービス”など 
お役に立つことをいろいろ提供しています。 

会員の皆様にぜひ知っていただきたいことを、社内報をお借りしてお伝えしていきます。 
前号に引き続き、4回シリーズで「葬儀支援と、ご家族の終活支援制度」についてご紹介します。 

日野自動車｜福祉共済基金

葬儀・終活支援の
ご紹介

最終回

#12vol.41 

こんにちは、コンプライアンス推進部です。 
内部通報窓口には、職場での解決が十分可能な通報が含まれている ことがあります。 

内部通報窓口のみが
スピークアップ先ではありません 

スピークアップ先の正しい選択を！

コンプライアンス通信

勤務時間中の私語、居眠り、喫煙による離席など…… 
職場の勤務態度が気になるな～ 
どうすれば良いと思う？

��

 

内部通報窓口にスピークアップしてみては……？ 

このような課題は、お互いにフォローし合うことで、 迅速な措置、
またコンプライアンス問題への対応力向上に つながります。
 著しく勤務態度が悪い場合は、労働法や社内規則に基づき、
 会社として是正措置が必要な場合もありますが、 
職場での声掛けにより十分解決することができます。 

職場での解決を図ったものの、全く改善されない、
または 相談できない事情がある場合には、
内部通報窓口も手段の 一つです。 

例えば、声のボリュームが気になったときは、 
本人にやさしく教えてあげれば良いね

䷘� �

とにかくなんでもスピークアップ、と思ってたけど、
まずは職場での解決が基本だね！ 
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